
　「みどりのしばふがきもちいい」と、裸足になって園庭に寝転が

る都谷保育所年長組の仲良し。３年前の初夏に芝生化に取り組み、

今では約1千㎡の園庭が一面の緑に覆われている都谷保育所。「子

どもたちが転ぶことを恐れず、のびのび遊べるようになった。遊

びの幅も広がった」と圓山章子所長は話す。砂ぼこりが立たない、

目にやさしい、夏場の気温が低く保てるなど利点が多く、学校校

庭などの芝生化が今、全国で注目されている。（関連記事４ページ）

芝生の園庭　　　　　　　　　都谷保育所（戸谷）きたひろネット

　芸北でサービス開始
２

まちの話題

　毛利衛講演会 ほか
４

保健・福祉・子育て・生活

　健康通信／お知らせ伝言板 ほか
６

消防・防災

　防災最前線／集中豪雨への備え
８

その他

　人権擁護委員／きたひろしまの自然 ほか
10

高原からの花便り

　我が道を、ゆっくりと行く  ギンリョウソウ
12

平成２1年
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芸
北
で
サ
ー
ビ
ス
開
始

　

き
た
ひ
ろ
ネ
ッ
ト
に
よ
る
、
地
上
波
テ
レ
ビ
再
送
信
（
デ
ジ
タ
ル
、

ア
ナ
ロ
グ
）
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
サ
ー
ビ
ス
が
、
４
月
か
ら
芸
北

地
域
で
始
ま
り
ま
し
た
。
一
般
世
帯
に
加
え
、
事
業
所
や
別
荘
の
積
極

的
な
事
業
加
入
が
あ
り
、
加
入
率
が
１
０
０
％
を
超
え
た
芸
北
地
域
。

そ
の
最
西
端
と
な
る
八
幡
地
区
に
住
む
３
人
に
話
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
混
信
問
題
解
消

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
八
幡
が
好
き
。

便
利
に
な
っ
て
、
地
域
の
み
な

さ
ん
も
喜
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

若
者
定
住
に
は
不
可
欠

地
デ
ジ
の
映
像
は
、
本
当
に
素

晴
ら
し
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

環
境
も
整
い
、
ま
だ
ま
だ
こ
の

中
山
間
地
、
捨
て
た
も
ん
じ
ゃ

な
い
で
す
よ
ね
（
笑
）。

　

「
デ
ジ
タ
ル
放
送
は
、
映
像
が
素
晴
ら

し
い
で
す
ね
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
速
く

て
容
量
が
大
き
い
。
仕
事
を
す
る
上
で
も

最
高
の
環
境
だ
と
思
い
ま
す
」
と
川
内
さ

ん
。
さ
ら
に
、
Ｕ
タ
ー
ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
な

ど
の
環
境
整
備
の
条
件
と
し
て
は
、
「
今

で
は
必
要
不
可
欠
で
し
ょ
う
。
き
た
ひ
ろ

ネ
ッ
ト
が
若
者
定
住
に
つ
な
が
っ
て
い
く

と
い
い
で
す
ね
」
と
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
て

い
ま
し
た
。

　

八
幡
地
区
で
は
、
こ
れ
ま
で
「
混
信
問

題
」
に
よ
り
、
民
間
ア
ナ
ロ
グ
放
送
２
局

が
約
１
年
間
も
映
ら
な
い
状
態
で
し
た
が
、

き
た
ひ
ろ
ネ
ッ
ト
に
よ
り
、
よ
う
や
く
問

題
が
解
消
さ
れ
ま
し
た
。

　

電
波
障
害
が
起
こ
っ
た
の
は
平
成
19

年
。
浜
田
市
で
始
ま
っ
た
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
が
、
広
島
市
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
と
混

信
し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
八
幡
地
区
の

１
９
０
世
帯
以
上
が
、
民
間
放
送
２
局
を

受
信
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

浜
田
中
継
局
の
電
波
が
山
に
反
射
し
て
、 

広
島
局
の
電
波
と
ほ
ぼ
同
一
方
向
と
な
り
、

周
波
数
も
同
じ
だ
っ
た
こ
と
が
原
因
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

八
幡
に
住
む
伊
藤
三
九
江
さ
ん
は
、
し

か
た
な
く
「
映
る
の
を
見
よ
り
ま
し
た
」 

と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
民

　うれしいサービス
地上アナログ放送受信

伊藤 三九江 さん

放
合
わ
せ
て
４
チ
ャ
ン
ネ
ル
し
か
選
べ
な

い
テ
レ
ビ
を
、
１
年
間
も
我
慢
し
て
使
っ

て
い
た
伊
藤
さ
ん
。
今
で
は
「
よ
う
映
り

ま
す
」
と
う
れ
し
そ
う
。

　

き
た
ひ
ろ
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、「
最
初

は
ピ
ン
と
こ
な
か
っ
た
で
す
が
、
ま
わ
り

の
流
れ
に
従
お
う
と
思
い
加
入
し
ま
し
た
」

と
話
す
伊
藤
さ
ん
。
今
後
は
積
雪
時
の
画

像
の
乱
れ
も
な
く
な
る
と
聞
き
、「
便
利
に

な
り
ま
し
た
ね
」
と
ま
た
笑
顔
が
こ
ぼ
れ

ま
し
た
。

地上アナログ放送終了（平成 23 年 7 月予定）までの 2 年間は
急がずに、アナログテレビを大切に見続けるという伊藤さん

きたひろネット

　

「
市
内
と
同
じ
よ
う
な
環
境
で
生
活
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
喜
ぶ
の
は
、
八

幡
上
行
政
区
長
の
川
内
信
忠
さ
ん
。

　

か
つ
て
川
内
さ
ん
は
、
テ
レ
ビ
混
信
問

題
で
、
浜
田
中
継
局
と
掛
け
合
う
な
ど
、 

電
波
障
害
の
対
応
に
追
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

特
別
な
手
立
て
も
な
い
状
況
の
中
、
北
広

島
町
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
の
話
が
あ

っ
た
よ
う
で
、
今
で
は
一
安
心
。

　うれしいサービス
地上デジタル放送受信

川内 信忠 さん

きたひろネットについて、「人が何かやろうと
思ったとき、必ず生きてくる」と話す川内さん
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うれしいサービス
高速インターネット

佐伯 隆 さん

サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
っ
て
、
念
願
が

か
な
い
ま
し
た
。
芸
北
に
は
大
き

い
図
書
館
も
な
く
て
、
情
報
飢
餓

状
態
だ
っ
た
ん
で
す
よ
（
笑
）。

きたひろネットセンター
センター長

末田 初太郎

ネ
ッ
ト
環
境
が
快
適
に

高
度
な
情
報
通
信
時
代
を
迎
え
、

北
広
島
町
で
も
大
都
会
と
変
わ
ら

な
い
通
信
環
境
の
整
備
が
、
き
た

ひ
ろ
ネ
ッ
ト
で
す
。
先
行
し
た
芸

北
地
域
で
は
大
変
好
評
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
来
年
７
月
の
全
面

開
始
へ
向
け
て
、
芸
北
以
外
の
地

域
も
、
こ
れ
か
ら
工
事
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
多
く
の
み
な
さ
ん
の

ご
加
入
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

加入予約受付中

締切（６月30日）まで、あと46日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５月15日 現在）

申し込みは お早めに！
加入負担金は無料です。

「動画もサクサクで快適ですね」と、手慣れた動作でパソコンを操る佐伯さん。ネットを
通じて大朝の「わさまち」にも招待され、「カレーの店を出しますよ」と興奮気味に語る。

　

１
２
０
メ
ガ
ビ
ッ
ト
毎
秒
（
Ｍ
ｂ
ｐ
ｓ
）。

き
た
ひ
ろ
ネ
ッ
ト
の
オ
プ
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ

ス
で
あ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
い
て
、 

最
高
の
通
信
速
度
を
迷
わ
ず
選
ん
だ
の
は
、

広
島
市
西
区
か
ら
八
幡
に
移
り
住
ん
で
９

年
目
と
な
る
佐
伯
隆
さ
ん
。

　

「
１
２
０
メ
ガ
は
、
今
ま
で
も
ダ
イ
ヤ
ル

ア
ッ
プ
接
続
で
使
っ
て
い
ま
し
た
が
、
月

に
１
万
２
、３
千
円
も
か
か
っ
て
い
た
ん
で

す
よ
。
そ
れ
が
月
６
千
円
で
使
い
放
題
で

し
ょ
う
？　

み
ん
な
か
ら
安
い
と
う
ら
や

ま
し
が
ら
れ
ま
す
。
１
２
０
メ
ガ
が
選
べ

る
地
域
に
住
ん
で
い
る
と
言
っ
た
ら
、 

大

阪
の
友
人
が
び
っ
く
り
し
て
い
ま
し
た
ね
」

と
、
始
終
笑
顔
で
話
す
佐
伯
さ
ん
は
、
地

元
の
青
年
団
「
天
空
や
ぁ
た
城
」
で
も
活

躍
中
で
す
。
交
流
の
輪
を
広
げ
る
た
め
、

ブ
ロ
グ
（
簡
易
型
の
個
人
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

を
立
ち
上
げ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
イ
ト
上

の
グ
ル
ー
プ
に
も
参
加
す
る
な
ど
、
ネ
ッ

ト
を
駆
使
し
て
積
極
的
に
活
動
し
て
い
ま

す
。 

「
や
ぁ
た
城
を
通
じ
て
知
り
合
っ
た

人
が
、
八
幡
に
遊
び
に
来
て
く
れ
る
こ
と

も
あ
る
ん
で
す
よ
。
八
幡
フ
ァ
ン
に
な
っ

て
も
ら
う
意
識
は
な
か
っ
た
ん
で
す
が

ね
」と
佐
伯
さ
ん
。
き
た
ひ
ろ
ネ
ッ
ト
が
、

フ
ル
活
用
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ツ
ー

ル
と
し
て
、
大
い
に
役
立
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。

問　きたひろネットセンター
　　０８２６－７２－７４４７

　

町
の
将
来
に
つ
い
て
も
佐
伯
さ
ん
は
語

り
ま
す
。「
人
が
減
っ
て
き
て
い
る
危
機

感
も
あ
る
の
で
、
と
に
か
く
自
分
た
ち
で

盛
り
上
げ
て
い
か
な
い
と
。
情
報
過
疎
が

足
か
せ
に
な
っ
て
は
だ
め
。
お
年
寄
り
の

方
も
、
子
の
里
帰
り
や
孫
の
た
め
に
、
テ

レ
ビ
も
ネ
ッ
ト
も
使
え
る
環
境
に
し
て
あ

げ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」。

　

広
大
な
面
積
を
誇
る
北
広
島
町
の
、
最

西
端
地
区
に
住
む
佐
伯
さ
ん
の
言
葉
、「
八

幡
は
本
当
に
い
い
と
こ
ろ
で
す
ね
」
が
印

象
的
で
し
た
。
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豊平で全国芝生サミット開催

講演とトークで芝生感覚一新
　「芝生は安くて簡単」と、豊平西小学校の校庭

約 3 千㎡の芝生化に成功した、山本保秀前校長

が講演しました。４月 18 日、道の駅豊平どんぐ

り村であった全国芝生サミットでのことです。参

加者約 200 人は、芝生のイメージを一新する内

容に耳を傾けていました。円卓シンポジウムでは、

クラブリンクＪＡＰＡＮの山中裕文理事長が「芝

を植えること以上に、芝生を介した地域づくりを

目標とすべき」と強調しました。

千代田で毛利衛さん講演会

北広島町の中学高校生を激励
　日本科学未来館館長、毛利衛さんの講演会が、

４月 21 日に千代田総合体育館で開かれ、新庄学

園の中学高校生など千数百人が集まりました。 

毛利さんは、宇宙飛行士としての経験を紹介し、

「社会を豊かな方向に変え、未来へつなげていく

ため、宇宙船地球号を操縦していってほしい」と

生徒たちを激励しました。新庄中学校３年の植木

歩夢くん（阿坂）は、「10 代の心をがっしりとと

らえるテーマだった」と喜んでいました。

県小学生ソフトテニス選手権

ダブルス準優勝で全国大会へ
　広島県小学生ソフトテニス選手権大会が、４

月 18 日に三原運動公園で開催され、千代田ソフ

トテニススポーツ少年団の海口夏希さん（八重小

学校６年）と原萌乃香さん（壬生小学校５年）の

ペアが、ダブルスの部で準優勝しました。これに

より２人は、8 月 6 日から岐阜県で行われる、 第

26 回全日本小学生ソフトテニス選手権大会への

出場が決まりました。広島県代表として活躍が期

待されています。

田原のテングシデ一斉に開花

国指定天然記念物が花も群生
　「これほど多くの花が咲いたのは初めて見た」

と、田原の押山春昭さん。国の天然記念物、テン

グシデ群落で４月13日ごろ花が満開となりまし

た。イヌシデの変種が群がって生えているという、

世界でも珍しい田原のテングシデ。現地一帯の管

理を担う田原老人クラブ和楽会副会長で、観光客

への説明員も務める押山さんは、「開花時期も１

週間早い。こんなに咲くとは」と、群落に「群生」

した花に驚いていました。

最も安価で芝生化できる「じか植え」について学ぶ

曲がった枝、しだれた枝先に下がる、長さ６㎝前後の房状の花

客席に下りて生徒たちと対話する毛利さん

全国大会への出場が決まった海口さん㊧と原さん
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第３代消防団長に竹内求さん

新鮮で活力ある消防団へ期待
　北広島町消防団長として２年間活躍してきた平

石隆夫さん（米沢）の退任に伴い、第３代消防団

長に竹内求さん（田原）が、４月１日付けで就任

しました。また、消防団ではこの春、44 人が退

団し 23 人が新たに入団しました。消防団の活動

は、今後さらに広範囲にわたることが予想されま

す。社会環境の変化に的確に対応し、新鮮で活力

ある消防団を目指した取り組みに、期待が寄せら

れています。

雄鹿原でお釈迦様の花まつり

園児と地域住民が元気に歩く
　雄鹿原地区で４月 11 日、花まつりが開催され

ました。この催しは、毎年恒例となっている、お

釈迦（しゃか）様の誕生日を祝う行事。さつきヶ

丘保育所の園児たちが、地域住民たちと協力し合

い、お釈迦様を背に乗せた「象」を引きながら、

芸北ホリスティックセンター周辺を元気に歩きま

した。青空の下で、子どもたちの明るい声が広が

り、穏やかな春の陽気を際立たせていました。

豊平南小学校ＰＴＡに感謝状

交通安全とあいさつ運動結実
　豊平南小学校ＰＴＡが４月９日、長年の交通安

全運動の功績が認められ、中国管区警察局長およ

び中国五県交通安全協会会長の連名で、感謝状を

贈られました。朝の登校時に、児童たちを見守り

ながら、あいさつ運動を続けるなどの活動が実を

結んだものです。ＰＴＡ会長の宮崎英二さん（今

吉田）は、「長年の諸先輩方の地道な活動が評価

されて、大変うれしい。これからも引き続き頑張

ります」と話していました。

左から、ＰＴＡ役員の山縣景子さん、宮崎会長、金田道紀校長 新団長に「安全・安心で快適なまちづくり」が託される

広島ニューライオンズクラブ

オークガーデンへツバキ寄贈
　温泉施設・芸北オークガーデンが４月 19 日、 

広島ニューライオンズクラブ（山本正二会長、 会

員約 30 人）から、ツバキ 11 本の寄贈を受けま

した。今年が創立 40 周年となる、同クラブから

の植木の寄贈は、施設がオープンした平成 10 年

から毎年続いています。建物へのアプローチ道路

のわきに植えられたツバキは、景観整備に大いに

役立っており、オークガーデンの集客にも貢献し

ています。

役場芸北支所の中村正明支所長㊧に寄贈目録を渡す山本会長 花まつりで「象」を引く雄鹿原地区のみなさん



保健課健康増進係
 0826-72-0853

芸北ホリスティックセンター
 0826-35-0230

大朝保健センター
 0826-82-2211

豊平保健福祉総合センター
 0826-84-1501

　

幼
児
期
は
虫
歯
に
な
り
や
す

い
時
期
で
す
。
特
に
、
3
歳
未

満
の
子
ど
も
に
は
飲
み
物
に
よ

る
虫
歯
が
、
そ
れ
以
上
の
子
ど

も
に
は
甘
い
食
べ
物
に
よ
る
虫

歯
が
、多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

正
し
い
歯
み
が
き
を
身
に
つ
け

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

■
幼
児
の
フ
ッ
素
塗
布

　

1
歳
か
ら
4
歳
未
満
の
幼
児

を
対
象
に
、
歯
の
健
康
チ
ェ
ッ

ク
と
フ
ッ
素
塗
布
を
、
6
月
30

日
ま
で
北
広
島
町
内
の
歯
科
医

院
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

フ
ッ
素
は
歯
質
を
強
く
し
、

虫
歯
予
防
に
役
立
ち
ま
す
。

幼
児
期

青
年
・
成
人
期

　

青
年
・
成
人
期
は
、
ホ
ル
モ

ン
バ
ラ
ン
ス
の
変
化
に
よ
っ
て
、

初
期
の
歯
周
病
が
起
こ
り
始
め

る
時
期
。
ま
た
、
以
前
治
療
し

た
歯
が
、
再
度
虫
歯
に
な
る

ケ
ー
ス
も
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

特
に
妊
娠
中
は
、
ホ
ル
モ
ン
分

泌
や
唾だ

液え

き

の
性
質
の
変
化
な
ど

か
ら
、
口
の
粘
膜
が
充
血
し
出

血
し
や
す
く
な
り
、
妊
娠
性
歯

肉
炎
・
歯
周
炎
や
虫
歯
に
な
り

や
す
く
な
り
ま
す
。

■
妊
婦
さ
ん
の
歯
科
健
診

　

平
成
21
年
度
よ
り
、
妊
娠
中

の
口こ

う

く

う腔
内
の
ト
ラ
ブ
ル
を
予
防

し
、
生
ま
れ
る
子
ど
も
の
細
菌

感
染
を
防
ぐ
た
め
に
、
町
内
歯

科
医
院
で
の
妊
婦
歯
科
健
診
の

公
費
負
担
を
開
始
し
ま
し
た
。 

体
調
の
よ
い
時
に
、
早
め
に
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

中
高
年
期

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
歯
の
健
康
づ
く
り

年
に
一
回
は
歯
科
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

中
年
期
や
高
年
期
に
は
、
歯

が
長
く
見
え
る
、
歯
が
ぐ
ら
つ

く
な
ど
、
歯
周
病
の
自
覚
症
状

が
現
れ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
歯

肉
が
縮
ん
だ
部
分(

歯
根
部)

は

非
常
に
虫
歯
に
な
り
や
す
い
の

で
、
注
意
が
必
要
で
す
。
さ
ら

に
歯
周
病
が
進
む
と
、
歯
が
抜

け
て
し
ま
い
ま
す
。
た
と
え
抜

け
て
も
、
残
っ
た
自
分
の
歯
を

大
切
に
し
、
抜
け
た
あ
と
の
手

入
れ
を
き
ち
ん
と
し
ま
し
ょ
う
。

■
総
合
健
診
・
巡
回
健
診

　

総
合
健
診
や
巡
回
健
診
で
、 

歯
周
疾
患
健
診
を
実
施
中
で
す
。

歯
周
疾
患
は
、
働
き
盛
り
の
年

代
に
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
間
に

進
行
し
ま
す
。
手
遅
れ
に
な
ら

な
い
よ
う
に
、
年
1
回
は
健
診

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

政
府
は
、
旧
主
要
戦
域
と

な
っ
た
陸
上
や
、
遺
骨
収
集

の
望
め
な
い
海
上
等
に
お
け

る
戦
没
者
を
対
象
と
し
て
、 

遺
族
の
要
望
に
こ
た
え
る
た

め
、
慰
霊
巡
拝
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
巡
拝
地
域
は
、 

旧
ソ
連
、
中
国
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
、
ビ
ス
マ
ー
ク
・
ソ
ロ
モ

ン
諸
島
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島
、 

ト
ラ
ッ
ク
諸
島
、
北
ボ
ル
ネ

オ
、
硫
黄
島(

い
お
う
と
う)

な
ど
で
す
。
こ
れ
ら
の
戦
域

に
お
け
る
戦
没
者
の
遺
族

（
配
偶
者
、
父
母
、
子
、
兄

弟
姉
妹
）
で
、
都
道
府
県
の

推
薦
者
の
中
か
ら
、
健
康
状

態
が
良
く
、
参
加
経
験
の
な

い
方
を
優
先
し
て
決
定
さ
れ

ま
す
。
巡
拝
の
時
期
な
ど
に

つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問　

福
祉
課
ま
た
は
各
支
所

　
　

自
治
振
興
課　
　
　
　

　


０
８
２
６-

７
２-

０
８
５
１

■
平
成
21
年
度
慰
霊
巡
拝

The  i n f o rma t i o n  o f  t h e  l i v i n g くらしの情報

　康
通
健

信

Healthy
Communication

◎
６
月
4
日
～
10
日 

歯
の
衛
生
週
間

歯
と
口
か
ら
健
康
に
な
ろ
う

　
　

お
い
し
く
食
べ
、

　
　
　

楽
し
く
話
し
、

　
　
　
　

明
る
く
笑
え
る
た
め
に

第 50 回

保
健
・
福
祉

子
育
て

税
金
・
年
金

保
険

き
た
ひ
ろ　
　

　

ネ
ッ
ト

消
防
・
防
災

生
活
・
環
境

産
業

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ
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定額給付金

申請期限

９月 30 日

お忘れなく

■
戦
地
看
護
婦
へ
総
理
書
状

　

先
の
大
戦
に
お
い
て
、
外

地
等
（
事
変
地
ま
た
は
戦
地

の
区
域
）
に
派
遣
さ
れ
、
戦

時
衛
生
勤
務
に
従
事
し
た
、 

旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護

婦
ま
た
は
旧
陸
海
軍
従
軍
看

護
婦
で
、
慰
労
給
付
金
受
給

者
以
外
の
方
に
対
し
、
ご
労

苦
に
報
い
る
た
め
に
内
閣
総

理
大
臣
の
書
状
を
贈
呈
し
て

い
ま
す
。
請
求
用
紙
は
、
福

祉
課
ま
た
は
各
支
所
自
治
振

興
課
に
あ
り
ま
す
。
請
求
期

限
は
、
２
年
間
延
長
さ
れ
、 

平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
と

な
り
ま
し
た
。

問　

総
務
省
大
臣
官
房
総
務

　
　

課
管
理
室

　


０
３-

５
２
５
３-

５
１
８
２

■
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の

対
応
は
、
季
節
性
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
と
同
じ
よ
う
な
対
策
が

有
効
で
す
。
う
が
い
や
手
洗
い

を
日
常
的
に
行
い
、
し
っ
か
り

と
予
防
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

せ
き
や
く
し
ゃ
み
が
出
る
と
き

は
、
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
よ
う

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

問　

保
健
課　

　


０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
５
３

■
心
の
健
康
相
談
会

　

憂
う
つ
な
気
分
が
続
い
て
い

る
、
わ
け
も
な
く
疲
れ
た
よ
う

な
感
じ
が
す
る
、
よ
く
眠
れ
な

い
、む
な
し
い
気
持
ち
に
な
る
、

人
に
会
う
の
が
苦
痛
に
な
る
な

ど
、
心
配
や
不
安
を
お
持
ち
の

方
、お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
予
約
制
で
、
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。
ご
家
族
だ
け
の
相

談
に
も
応
じ
ま
す
。

日
時　

６
月
11
日
（
木
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

会
場　

千
代
田
開
発
セ
ン
タ
ー

相
談
担
当
医
師　

Ｊ
Ａ
吉
田
総

　

合
病
院　

精
神
神
経
科
医
師

　

冨
田
洋
平 

氏

問
（
申
し
込
み
）
広
島
県
西
部

　
　

保
健
所
広
島
支
所

　


０
８
２-

５
１
３-

５
５
２
１

■
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査

　

エ
イ
ズ
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
ヒ
ト

免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
）
に
感
染

し
て
発
病
す
る
病
気
で
す
が
、

予
防
も
治
療
も
で
き
ま
す
。
感

染
し
て
か
ら
６
～
８
週
間
く
ら

い
で
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
が
で
き
ま
す
。

検
査
は
、
５
㏄
採
血
し
て
Ｈ
Ｉ

Ｖ
抗
体
を
調
べ
る
迅
速
な
方
法

で
、
匿
名
で
も
受
け
ら
れ
、
料

金
は
無
料
で
す
。
感
染
の
可
能

性
が
あ
っ
た
日
か
ら
２
か
月
以

降
に
受
け
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

毎
月
第
1
水
曜
日

　

午
前
９
時
～
11
時

　

（
要
電
話
予
約
）

検
査
場
所
・
申
し
込
み

広
島
県
西
部
保
健
所
広
島
支
所

　


０
８
２-

５
１
３-

５
５
２
１

　
　
　

■
乳
幼
児
等
発
達
相
談
会

　

お
子
様
の
、
人
見
知
り
が
ひ

ど
い
、
こ
だ
わ
り
が
強
い
、
外

出
時
に
よ
く
い
な
く
な
る
、
言

葉
が
遅
い
、
場
に
な
じ
み
に
く

い
、
チ
ッ
ク
が
目
立
つ
な
ど
、 

気
に
な
る
こ
と
や
悩
み
が
あ
る

方
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談

は
予
約
制
で
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

日
時　

６
月
23
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

会
場　

千
代
田
中
央
公
民
館

相
談
担
当
医
師　

広
島
市
立
舟

　

入
病
院　

小
児
心
療
科
部
長

　

小
野 

泉 

氏

問
（
申
し
込
み
）
保
健
課
ま
た

　
　

は
各
保
健
セ
ン
タ
ー　

　


０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
５
３

■
児
童
手
当
現
況
届

　

児
童
手
当
を
現
在
受
け
て
い

る
す
べ
て
の
方
は
、
毎
年
６
月

に
現
況
届
を
提
出
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
届
け
は
、
６

月
１
日
現
在
の
状
況
を
報
告
し
、

児
童
手
当
を
引
き
続
き
受
け
る

要
件
が
満
た
さ
れ
て
い
る
か
ど

う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。
受
給
者
の
方
へ
は
、
役

場
か
ら
用
紙
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
内
容
を
確
認
し
て
ご
記
入

の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

６
月
分
以
降
（
10
月
期
）
の
手

当
は
、
現
況
届
が
提
出
さ
れ
る

ま
で
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。　
　

問
（
提
出
先
）　

福
祉
課
ま
た

　
　

は
各
支
所
自
治
振
興
課　

　


０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
５
１

■
町
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

町
営
住
宅
入
居
者
の
６
月
募

集
を
、次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

対
象
住
宅

　

有
間
団
地
（
千
代
田
）
１
戸

　

十
日
市
第
二
団
地

（
千
代
田
）
１
戸

　

細
見
団
地
（
芸
北
）　

 

１
戸

　

特
公
賃
・
上
市
団
地

（
大
朝
）　

  

１
戸

受
付
期
間

　

６
月
１
日（
月
）～
８
日（
月
）

問
（
申
し
込
み
）

建
設
課
都
市
管
理
係

　


０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
６
０

芸
北
支
所
産
業
建
設
課

　


０
８
２
６
‐
３
５
‐
０
１
１
２

大
朝
支
所
産
業
建
設
課

　


０
８
２
６
‐
８
２
‐
２
２
１
１

豊
平
支
所
産
業
建
設
課

　


０
８
２
６
‐
８
３
‐
１
１
２
２

The  i n f o rma t i o n  o f  t h e  l i v i n g くらしの情報
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消
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・
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災
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・
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境
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業
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普
通
救
命
講
習
会
の
受
講
料
は
無
料

で
、
講
習
時
間
は
３
時
間
で
す
。
応
急

手
当
の
基
礎
知
識
に
つ
い
て
の
講
義
、 

実
技
に
よ
る
応
急
手
当
の
練
習
の
ほ
か
、

主
要
公
共
施
設
な
ど
に
設
置
が
進
む
Ａ

Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
取

り
扱
い
方
法
の
講
習
な
ど
を
、
休
憩
を

挟
み
な
が
ら
行
い
ま
す
。
日
時
と
会
場

は
下
の
表
の
と
お
り
で
、
ど
な
た
で
も

お
好
き
な
会
場
で
受
講
で
き
ま
す
。
な

お
、「
普
通
救
命
講
習
修
了
証
」
を
お

持
ち
の
方
は
、当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

 0826-72-0119

 0826-36-3119

 0826-82-1119

 0826-83-0119

 0826-72-5145

申し込み・問い合わせ
消防本部（署）

芸北出張所

大朝出張所

豊平出張所

ファックス受付

　

日時と会場
 ７月11日（土）午前９時～

 　大朝保健センター

 　北広島町消防本部２階講堂

 ７月12日（日）午前９時～

 　豊平中央公民館

 　役場芸北支所２階会議室

そばにいる、あなたの助けが必要です！

　　　　普通救命講習会
受講者募集中

目の前で倒れた家族や、大切な人の「命」を救うには、

適切な応急手当を行うことが重要です。

北広島町消防署では、町民のみなさんを対象に、

普通救命講習会を開催します。

この機会に、救命に必要な知識と技術を習得しましょう。

普通救命講習会 受講申込書

切り取り線

 住所　北広島町　　　　　　　 番地  電話番号　（　　　　）　　　－

 氏名　　　　　　　　　　 （ 男 ・ 女 ）  生年月日　　　　　　年　　月　　日

 希望会場　　□大朝保健センター　□北広島町消防本部　□豊平中央公民館　□役場芸北支所

個人情報は、普通救命講習会修了証の発行以外の目的で使用されることは一切ありません。

締切　平成21年7月1日（水）

保
健
・
福
祉

子
育
て

税
金
・
年
金

保
険

き
た
ひ
ろ　
　

　

ネ
ッ
ト

消
防
・
防
災

生
活
・
環
境

産
業

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

Fi
re

fig
hting spirits

防
災
最
前
線

北広島町消防本部
 0826-72-0119

　

◎
危
険
物
安
全
週
間　

６
月
７
日
～
13
日

　

住
宅
用
火
災
警
報
器　
　
　

大
切
な
家
族
や

　
　
　

財
産
を
守
る
た
め
、
早
め
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

くらしの情報
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こ
れ
か
ら
、
梅
雨
の
時
期
を

迎
え
ま
す
。
北
広
島
町
で
は
近

年
、
局
地
的
な
集
中
豪
雨
に
よ

り
大
き
な
被
害
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
災
害
を
最
小
限
に
と
ど

め
る
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
の

施
設
の
維
持
管
理
が
必
要
で
す
。 

農
業
用
水
路
な
ど
に
土
砂
が
た

ま
っ
て
い
な
い
か
、
た
め
池
に

ひ
び
割
れ
は
な
い
か
な
ど
、
梅

雨
時
期
を
迎
え
る
ま
で
に
も
う

一
度
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

こ
れ
だ
け
や
り
た
い

　

た
め
池
管
理
の
要
点

　

た
め
池
の
災
害
防
止
に
は
、 

次
の
よ
う
な
日
頃
の
巡
視
点
検

や
維
持
管
理
が
大
切
で
す
。

▼
堤
体
の
変
形
や
漏
水
の
確
認

　

堤
体
の
陥
没
、
ひ
び
割
れ
、 

水
の
し
み
出
し
は
、
決
壊
の
原

因
に
な
り
ま
す
。

▼
堤
体
の
草
木
の
刈
り
払
い

　

堤
体
の
上
に
立
木
や
雑
草
が

茂
っ
て
い
る
と
、
漏
水
や
ひ
び

割
れ
の
発
見
が
困
難
で
す
。

▼
洪
水
吐
の
周
辺
の
点
検

　

洪
水
吐
に
土
の
う
を
積
ん
だ

り
、
網
を
張
っ
た
り
し
て
い
る

と
、
大
雨
の
と
き
に
水
が
堤
体

を
越
え
て
決
壊
し
ま
す
。

▼
大
雨
や
地
震
後
の
チ
ェ
ッ
ク

　

梅
雨
や
台
風
の
時
季
ま
で
に
、

大
雨
や
地
震
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
異
常
が
な
い
か
見
回
り
を

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

災
害
が
発
生
し
た
ら

　

役
場
な
ど
へ
連
絡
を

　

農
地
や
道
路
、
河
川
な
ど
の

災
害
を
発
見
し
た
ら
、
次
の
と

お
り
役
場
な
ど
へ
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
農
地
（
田
畑
）・
農
道
・
農

　

業
用
施
設
（
た
め
池
、
頭
首

　

工
、
用
排
水
路
な
ど
）・
林

　

道
・
山
林

　

↓
役
場
建
設
課
農
林
土
木
係

　

ま
た
は
各
支
所
産
業
建
設
課

▼
町
道
・
普
通
河
川

　

↓
役
場
建
設
課
土
木
係

　

ま
た
は
各
支
所
産
業
建
設
課

▼
国
道
・
県
道
・
一
級
河
川

　

↓
西
部
建
設
事
務
所
安
芸
太

　

田
支
所
（
災
害
復
旧
工
事
は

　

広
島
県
が
行
い
ま
す
）

　

災
害
復
旧
工
事
へ
の

　

種
類
別
の
採
択
条
件

　

最
大
時
間
雨
量
が
20
㎜
以
上
、

ま
た
は
最
大
24
時
間
雨
量
が
80

㎜
以
上
の
豪
雨
に
よ
り
災
害
が

発
生
し
た
場
合
、
災
害
復
旧
工

事
に
よ
っ
て
直
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
被
災
箇
所
の

種
類
ご
と
に
採
択
条
件
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
主
な
も
の
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▼
農
地　

田
畑
が
実
際
に
耕
作

　

さ
れ
て
い
る
か
、
耕
作
で
き

　

る
状
態
に
管
理
さ
れ
て
お
り
、

　

事
業
費
40
万
円
以
上
。な
お
、

　

災
害
復
旧
工
事
の
際
、
事
業

　

費
の
５
％
の
負
担
金
が
必
要

　

（
国
庫
補
助
率
に
よ
り
減
額

　

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
）。

▼
農
道　

道
路
幅
員
１
・
２
ｍ

　

以
上
、
受
益
戸
数
２
戸
以
上

　

で
、
事
業
費
40
万
円
以
上
。

▼
農
業
用
施
設　

日
頃
か
ら
維

　

持
管
理
さ
れ
て
お
り
、
受
益

　

戸
数
２
戸
以
上
で
、
事
業
費

　

40
万
円
以
上
。

▼
林
道　

町
の
林
道
台
帳
へ
の

　

記
載
が
あ
り
、
日
頃
か
ら
維

　

持
管
理
さ
れ
て
お
り
、
事
業

　

費
40
万
円
以
上
。

▼
町
道　

道
路
幅
員
が
２
ｍ
以

　

上
で
、事
業
費
60
万
円
以
上
。

▼
普
通
河
川　

河
川
高
１
ｍ
以

　

上
で
、事
業
費
60
万
円
以
上
。

ため池 農地 水路

集中豪雨への備え

災害は、自分たちの手で、防ぎたい。

林道の維持管理のための草刈り作業

災害連絡先

北広島町役場

芸北支所

大朝支所

豊平支所

西部建設事務所安芸太田支所

　

 0826-72-2111

 0826-35-0111

 0826-82-2211

 0826-83-1122

 0826-22-0544

保
健

福
祉
・
子
育
て

税
金

年
金
・
保
険

き
た
ひ
ろ　

　
　
　

ネ
ッ
ト

消
防
・
防
災

生
活
・
環
境

産
業

教
育
・
文
化

　
　

ス
ポ
ー
ツ
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氏　名 住　所 電話番号

水野　洋美 　中祖 206 0826-35-0501

本田　正治 　細見 1410 0826-35-0708

堀内　　健 　筏津 1098-3 0826-82-2733

中矢　民恵 　田原 933 0826-82-3211

鈴木トモコ 　宮迫 1432 0826-82-3435

箕野　春人 　古保利 228-1 0826-72-6414

森分　光惠 　有田 1058 0826-72-2739

服部　紀郎 　壬生 255 0826-72-3260

耒實　　學 　川西甲 77 0826-72-3469

下河内滋子 　長笹 66 0826-83-0346

神川　　潔 　今吉田 1201 0826-84-0433

齋藤　　實 　中原 1821-2 0826-83-0731

人権擁護委員は、あなたの気軽な相談相手です。

相談料は無料で、秘密は守られます。

いつでも相談に応じますので、あなたの悩みを人権擁護委員へお話してみてはいかがでしょうか。

　　　　　　　　　　　　　　　　6月 1日は『人権擁護委員の日』

人権擁護委員は、あなたの相談パートナーです。

◆
人
権
総
合
相
談
所

　

町
内
４
会
場
で
年
２
回
、
人
権
総
合
相

談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
家
庭
内
の
も

め
ご
と
や
隣
近
所
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
い
じ

め
や
差
別
な
ど
、
幅
広
い
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
。
ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
相
談
に
は
、
右
の
表
の
と
お
り
各
地

区
の
人
権
擁
護
委
員
と
、
司
法
書
士
が
応

じ
ま
す
。
開
催
日
時
と
会
場
は
、
本
紙
の

「
お
知
ら
せ
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問　

北
広
島
町
人
権
セ
ン
タ
ー

　
　


０
８
２
６
‐
７
２
‐
５
０
２
０

　

広告

　

北
広
島
町
で
、
絶
滅
が
心
配
さ
れ
て
い
る
、
水
中
に
生
え

る
多
年
草
「
ミ
ク
リ
」
の
調
査
を
し
て
い
ま
す
。

　

た
め
池
や
水
路
に
、
こ
ん
ぺ
い
糖
の
よ
う
な
形
の
実
を
付

け
た
植
物
（
写
真
）
が
生
え
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
が
ミ
ク
リ
の
仲
間
で
す
。
ミ
ク
リ
科
の
植
物
は
日
本
に

10
種
ほ
ど
あ
り
、
北
広
島
町
に
は
、
や
や
普
通
に
あ
る
ナ
ガ

エ
ミ
ク
リ
、
や
や
少
な
い
ヤ
マ
ト
ミ
ク
リ
、
わ
ず
か
し
か
な

い
ヒ
メ
ミ
ク
リ
の
３
種
が
自
生
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
れ

ら
の
主
な
違
い
は
、
葉
の
幅
、
実
の
付
き
方
や
大
き
さ
、
花

の
付
く
枝
の
数
で
す
。
最
も
小
さ
い
ヒ
メ
ミ
ク
リ
は
、
葉
の

幅
が
約
５
㎜
、
実
が
直
径
15
㎜
ほ
ど
で
、
町
内
で
は
ま
だ
１

か
所
で
し
か
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ナ
ガ
エ
ミ
ク
リ
と
ヤ

マ
ト
ミ
ク
リ
は
、
葉
の
幅
が
10
㎜
を
超
え
、
実
は
直
径
20
㎜
、

高
さ
も
水
底
か
ら
１
ｍ
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。
ナ
ガ
エ
ミ
ク
リ

と
ヤ
マ
ト
ミ
ク
リ
は
、
実
の
付
き
方
で
区
別
さ
れ
ま
す
。

　

ミ
ク
リ
は
町
内
全
域
に
分
布
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

見
か
け
た
方
は
、
ぜ
ひ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

き
た
ひ
ろ
し
ま
の
自
然
③

３
種
の
ミ
ク
リ

　
　

北
広
島
町
自
然
学
術
調
査
委
員
会

　
　
　

委
員　

齋
藤
隆
登
（
広
島
市
立
東
野
小
学
校
）

問（連絡先）
芸北 高原の自然館
 0826-36-2008

■
お
わ
び
と
訂
正

　

広
報
き
た
ひ
ろ
し
ま
５
月
号

で
、
次
の
と
お
り
掲
載
漏
れ
が

あ
り
ま
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂

正
し
ま
す
。

 　

◎
緑
清
苑

　
　

場
長　

松
浦
誠

　
　
　
　
　

平
田
俊
文

　
　
　
　
　

大
塚
和
典

アザレア セラミック湯割引のお知らせ
　　 毎月 15 日 敬老の日（８月除外）

　　　　　65 歳以上無料（年齢証明必要）

　　 毎月 22 日 夫婦の日
　　　　　夫婦と申告していただければ半額

※ 団体利用日・火曜休館日等を除きます

アザレア千代田・千代田運動公園
０８２６‐７２‐８８２２

５
ペ
ー
ジ｢

出
先
機
関｣

へ
追
加

保
健
・
福
祉

子
育
て

税
金
・
年
金

保
険

き
た
ひ
ろ　
　

　

ネ
ッ
ト

消
防
・
防
災

生
活
・
環
境

産
業

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ
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解体からゴミ処理まで、すべてお任せください！

西部環境有限会社
一般廃棄物・産業廃棄物処理・総合解体業

出張、無料見積りいたします！お気軽にお問い合わせください。

〒 731-3821
　広島県山県郡安芸太田町大字土居 310
リサイクル工場
　広島県山県郡安芸太田町大字土居 317-1

TEL（0826）28-1888　FAX（0826）28-1889

ちっちゃなことでも誠心、誠意、対応いたします。

広告

エコアクション 21
認証・登録番号 0002210

●固定資産税［１期］
●軽自動車税

６月１日（月）

＊納付は便利で安心な口座振替で !
＊残高確認をお忘れなく！　

>>> Human rights 人権フェスタ 2008

タイヤの

　空気圧は

　　適正に保とう

>>> Editor's postscript 編集後記

>>> Population 人口と世帯

>>> Energy saving 省エネのススメ

>>> \\\ 納期限

あなたには

あやまる“勇気”

ありますか？

竹

細

［４月末日現在］　　　　（　）：前月比

    人　口 20,616 人 （－ 24）

    男 9,849 人 （－ 23）

    女 10,767 人 （－  1）

    世帯数 8,289 世帯 （＋ 12）

◆「広報豊平」以来、４年ぶりに広報担

当に復帰しました。今月号から広報２人

体制となります。よろしくお願いします。

／きたひろネットの取材で、4 月 20 日

に久しぶりに八幡に行きました。風が強

くて寒い日でしたが、八幡に住むみなさ

んの暖かさに触れることができました。

ありがとうございました。

◆「春眠暁を覚えず」という言葉どお

り、寝心地の良さに、ついつい寝過ごし

てしまう季節。この春から小学校１年生

となった私の子どもは、この言葉とは逆

に、早起きして元気で小学校に通ってい

ます。おかげで私も早起きできます。

５月７日現在 届出順

企業名 募集職種

株式会社 広栄建設産業 土木施工管理

今井運送 株式会社 資材運送

八剣伝千代田店 接客業

医療法人 明和会 北広島病院･あけぼの 看護師（正・准）

株式会社 坂本工業 建築・鉄筋工

医療法人社団 慶寿会 千代田中央病院 理学療法士、看護師

社会福祉法人 北広島町社会福祉協議会 登録ヘルパー

ローソン千代田インター店 店内接客

医療法人社団せがわ会 千代田病院 看護師（正、准）、介護・栄養士

株式会社エポカフードサービス（アザレア千代田） 調理

ku-ra HAIR FIT 美容師

四季乃家　彩蔵 ホールスタッフ

医療法人社団もみの木会 大朝ふるさと病院 看護師

有限会社 mint a bloom 美容師、美容師見習い

有限会社 かわすみ 接客、商品管理

特別養護老人ホーム やすらぎ 介護職

北広島町豊平病院 看護師、薬剤師

千代田ＯＧＭゴルフ倶楽部 レストランホールスタッフ

有限会社 新見仕出し店 調理補助、販売

有限会社 さんさん市 販売員

株式会社 どんぐり村 どんぐり荘厨房（調理補助、皿洗い）

へんぽこ茶屋 製造、パウンドケーキ製造、配達

とよひら小規模多機能ホーム 介護職

株式会社 ひろし本店 調理補助、弁当配達

森脇醤油 製造元 製造補助、配達

　＊広報紙発行日に、すでに募集が終了している場合もあります。

問　北広島町求人情報センター（企画課立地定住推進室内）
　　０８２６‐７２‐０８５６
　　ホームページ http://www.town.kitahiroshima.lg.jp/

人情報コーナー求
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高原からの花便り　№52

我が道を、ゆっくりと行く
ギンリョウソウ

柔
ら
か
な
萌も

え

黄ぎ

の
色
を
見
せ
て
い
た
里
の
林
も
、

芒ぼ
う
し
ゅ種

を
迎
え
る
こ
ろ
に
は
瑞み

ず
み
ず瑞

し
い
若
葉
に
変
わ
り
、

湿
原
で
は
、
梅
雨
前
の
か
ら
り
と
し
た
ひ
と
と
き
を
、

カ
キ
ツ
バ
タ
や
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
が
咲
き
誇
り
ま
す
。

初
夏
の
主
役
た
ち
か
ら
少
し
離
れ
る
よ
う
に
、
ギ
ン

リ
ョ
ウ
ソ
ウ
は
ひ
っ
そ
り
と
土
の
中
か
ら
現
れ
ま
す
。

全
身
が
真
っ
白
の
ギ
ン
リ
ョ
ウ
ソ
ウ
は
、
普
段
目

に
す
る
植
物
と
は
全
く
別
の
生
き
物
の
よ
う
に
見
え

ま
す
が
、
花
を
咲
か
せ
、
種
で
繁
殖
す
る
、
歴
と
し

た
種
子
植
物
で
す
。
小
さ
な
花
を
覗の

ぞ

き
込
む
と
、
き

れ
い
な
紫
色
を
し
た
雌
し
べ
の
先
と
、
そ
れ
を
取
り

囲
む
よ
う
に
雄
し
べ
が
見
え
ま
す
。
葉
緑
体
な
ど
の

色
素
を
持
た
ず
、
光
合
成
を
し
な
い
こ
と
が
、
他
の

多
く
の
植
物
と
異
な
る
点
で
す
。
退
化
し
て
小
さ
く

な
っ
た
葉
を
鱗

う
ろ
こ

に
見
立
て
、
そ
の
姿
を
銀
の
竜
に
例

え
て
銀

ギ
ン
リ
ョ
ウ
ソ
ウ

竜
草
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。「
ゆ
う
れ
い

ば
な
」
「
ゆ
う
れ
い
ぐ
さ
」
な
ど
の
別
名
も
、
そ
の

姿
か
ら
付
け
ら
れ
た
も
の
で
し
ょ
う
。

葉
緑
体
を
持
た
な
い
ギ
ン
リ
ョ
ウ
ソ
ウ
が
栄
養
を

得
る
仕
組
み
は
、
地
面
の
下
に
隠
さ
れ
て
い
ま
す
。 

直
径
０
・
３
ミ
リ
の
楕だ

円え
ん

形
を
し
た
ギ
ン
リ
ョ
ウ
ソ

ウ
の
種た

ね

は
、
わ
ず
か
千
分
の
一
ミ
リ
グ
ラ
ム
の
重
さ

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
一
つ
の
果
実
か
ら
ば
ら
ま
か
れ

る
幾
千
も
の
こ
の
小
さ
な
種
は
、
土
の
中
で
菌
類
と

出で

逢あ

っ
た
も
の
だ
け
が
生
き
残
り
ま
す
。
運
良
く
菌

類
と
出
逢
っ
た
種
は
、
菌
が
落
ち
葉
な
ど
を
分
解
し

て
作
っ
た
栄
養
を
も
ら
い
な
が
ら
根
を
生
長
さ
せ
ま

す
。
せ
っ
か
く
分
解
し
て
作
っ
た
栄
養
を
奪
わ
れ
る

の
は
菌
に
と
っ
て
迷
惑
な
こ
と
で
す
が
、
真
夏
に
林

の
中
が
乾
燥
す
る
と
き
に
は
、
逆
に
ギ
ン
リ
ョ
ウ
ソ

ウ
が
菌
を
養
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
う
し
て
お
互

い
に
利
用
し
合
い
な
が
ら
、
ギ
ン
リ
ョ
ウ
ソ
ウ
の
根

は
何
年
も
土
の
中
で
生
長
し
て
ゆ
き
、
や
が
て
モ
コ

モ
コ
と
し
た
直
径
２
セ
ン
チ
ほ
ど
の
塊
に
な
り
ま
す
。

少
し
ず
つ
貯た

め
た
栄
養
を
も
と
に
、
ギ
ン
リ
ョ
ウ

ソ
ウ
は
茎
を
地
上
に
伸
び
上
げ
、
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
の
植
物
が
光
を
求
め
て
競
争
す
る
の
を
横

目
に
、
ギ
ン
リ
ョ
ウ
ソ
ウ
は
競
争
を
外
れ
て
地
面
の

中
で
じ
っ
と
過
ご
し
、
花
を
咲
か
せ
る
た
め
だ
け
に

地
上
に
出
て
く
る
の
で
す
。
こ
の
植
物
が
ど
の
よ
う

な
進
化
を
辿た

ど

っ
た
の
か
、
と
て
も
興
味
深
い
と
こ
ろ

で
す
が
、
異
端
な
生
活
史
と
美
し
い
姿
の
両
方
を
獲

得
し
た
と
い
う
の
は
、
な
か
な
か
憎
い
選
択
で
す
。

（
芸
北 

高
原
の
自
然
館
学
芸
員
・
白
川
勝
信
）
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